
令和５年度 第７５回北海道高等学校体育連盟室蘭支部バドミントン選手権大会 

兼 第 75回北海道高等学校バドミントン選手権大会室蘭支部予選会 

開  催  要  項 

 

主 催 北海道高等学校体育連盟室蘭支部 苫小牧地区バドミントン協会 室蘭地区バドミントン協会    

主 管 北海道高等学校体育連盟室蘭支部バドミントン専門部 

当 番 校 北海道大谷室蘭高等学校 

〒050-0061 北海道室蘭市八丁平 3 丁目 1-1  Tel 0143-44-5641 Fax 0143-47-5788 

1 期日・日程 令和５年５月３０日（火）～６月１日（木） 

令和５年５月３０日（火） 9:05 競技説明 

     9:20 競技開始（団体戦・個人戦複） 

３１日（水） 9:10 競技開始（団体戦決勝・個人戦複・単） 

１日（木） 8:50 競技開始（個人戦単） 

2 会 場 ㊆栗林商会アリーナ（室蘭市入江町 1番地 62  ℡ 0143-84-6271） 

3 競 技 種 目  (1) 学校対抗男女団体戦 

         (2) 個人対抗男女個人戦（単・複） 

4 競 技 規 則 令和５年度（公財）日本バドミントン協会競技規則・大会運営規程・公認審判員規程による。 

5 参 加 資 格  （１）北海道高等学校体育連盟に加盟している高等学校の生徒であること。 

（２）監督・コーチ・マネージャー・選手は、北海道バドミントン協会に会員登録を完了した            

ものとする。 

（３）高体連主催大会参加者災害補償制度に加入した者。または、加入の意思のある者。 

（４）年齢は４月２日を起算日として 19歳未満とする。ただし、出場は同一競技３回までとし同一 

学年での出場は１回限りとする。 

（５）転校後、６ヶ月未満の者は出場を認めない（外国人留学生もこれに準じる）。ただし、一家転 

住等やむを得ない理由がある場合は、支部長の許可があればこの限りではない。            

なお、６ヶ月未満の起算日は大会開始日とする。 

（６）参加する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在籍校の校長が支障ないと判断した者とする。 

（７）参加資格の特例 

ア 上記（１）に定める生徒以外で（２）～（６）の大会参加資格を満たした生徒を別途に定 

める規程に従い大会参加を認める。 

イ （４）のただし書きについては、学年の別をもうけない課程に在籍する生徒の出場は、同 

一競技３回限りとする。なお、高等専門学校については、第３学年までの１９歳未満の者 

に限る。 

ウ 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会出場を認める。 

 

【大会参加資格の別途規程】 

１北海道高等学校体育連盟加盟校以外の学校に在籍し、高体連室蘭支部予選会に参加を認められた生徒であること。

２以下の条件を満たすこと。 

 （１）大会参加資格を認める条件 

 ア 北海道高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

 イ 参加を希望する学校にあっては、学齢・就業年限ともに高等学校と一致していること。また、連携校の生徒に

よる混成は認めない。 

 ウ 各学校にあっては、支部の予選会から出場が認められていること。 

 エ 各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員のもとに適切に行われて

おり、活動時間等が高等学校と比べて著しく均衡を失っていず、運営が適切であること。 

 （２）大会参加に際し守るべき条件 

 ア 支部高校体育大会参加生徒の指導基準及び支部高校体育大会参加者心得を遵守し、競技種目要項及び、 

   申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

 イ 大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万が一の事故発生に備えて傷害保険に加入して 

   おくなど、万全の事故対策を講じておくこと。 

 ウ 大会参加料は、エントリー選手１名７８０円とする。 

 

（８）支部大会に参加できるチーム及び選手数は次のとおりとする。 

団体戦：各校男女とも各１チームとする。 

個人戦：各校男女とも３複３単以内とする。 

 



6 引率責任者 引率責任者は当該校の教員で、監督は学校長の認めた教職員とする。ただし、監督については種目の 

及び監督   特殊性を考慮し、申出により別途協議する。なお、引率責任者と、監督が同一者の場合は教員とする。

校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則 78条の２に示された者）も可とす

る。 

7 チーム編成 （１）課程（全日制課程、定時制課程、通信制課程）ごとの生徒によるチームであること。 

（２）団体戦は選手５～７名以内・監督１名・コーチ１名・マネージャー１名の計 10 名以内で編成 

し、競技中ベンチ入りできる者も同様とする。ただし、外国人留学生の選手は２名までとし、 

出場できる試合は、その出場数（１名または２名）にかかわらず１対抗戦につき１試合だけと 

する。 

8 競 技 方 法 【団体戦】 

（１）２複３単による学校対抗トーナメント方式。試合順序は複１→複２→単１→単２→単３の 

５マッチ制とし、単１に出場した選手は他のマッチには出場できない。 

（２）初回戦から３マッチ先取で行う。 

（３）ゲームの進行状況により、各マッチを同時に行うこともある。 

【個人戦】 

（１）トーナメント方式。試合順序は複→単の順とする。 

9 使用用器具 （公財）日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び令和５年度第１種検定合格水鳥球を使         

用する。 

10 参 加 申 込 （１）申込方法 所定の用紙に記入するとともに参加料を添えて申し込むこと。 

※参加申込用紙は送付前、当番校事務局宛にＥメールに添付して送信すること。 

※何らかの事情で郵送が間に合わない場合、当番校事務局宛まで連絡すること。 

※参加料が間に合わない場合には、組合せ抽選会の時に持参すること。 

（２）申込先 〒050-0061 北海道室蘭市八丁平 3丁目 1-1 

    北海道大谷室蘭高等学校 高体連バドミントン室蘭支部大会事務局 宛 

Tel 0143-44-5641 Fax 0143-47-5788 （kaito325325@outlook.jp） 

（３）申込期日 令和５年５月１６日（火）必着 

11  参 加 料 （１）選手１名につき５００円（マネージャーは含まない。ただし、別途規程の参加者は７８０円） 

（２）専門部運営負担金 団体戦に出場する男女それぞれ１チーム１,０００円。 

※専門部運営負担金については、組合せ抽選会時に支部専門委員に渡してください。 

12 ｼ ｬ ﾄ ﾙ負 担  団体戦 各校男女１チーム毎１８個（１ダース半） 

個人戦 複１組毎３個、単１名毎３個 

13 宿   泊  特に斡旋しない。宿泊をする場合は各校で手配すること。 

14 表 彰 等  （１）団体戦・個人戦ともに、随時行う。 

（２）全道大会出場資格について 

【令和５年度全道大会開催地 小樽市 ６月１３日（火）～１６日（金）】 

団体戦 ３位まで  個人戦 ５位まで（ただし女子複は４位まで） 

全道大会に参加できるチーム及び選手は次のとおりである。 

【団体戦】 【個人戦】
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ＢＴ（31+1） 2 3 2 2 3 3 8 3 3 2 ＢＤ（42） 3 4 3 4 4 4 8 4 5 3

ＧＴ（30+1） 2 3 1 2 3 3 8 3 3 2 ＢＳ（43） 4 4 3 4 4 4 8 4 5 3

※開催支部から、さらに１チーム出場できる ＧＤ（41） 3 4 3 4 4 4 8 4 4 3

ＧＳ（42） 3 4 3 4 4 4 8 4 5 3

北北海道 南北海道 北北海道 南北海道

※個人戦出場単・複４名（組）以上の支部は２校以上、単・複

７名（組）以上の支部は３校以上出場すること。  

15 諸 会 議 組合せ・顧問会議５月２３日（火）１０：００ 北海道大谷室蘭高等学校 大会議室 
16 補 助 生 徒  競技運営の円滑化に万全を期するため、原則個人戦単・複の 1ペア・1選手につき、それぞれ 1名 

の補助生徒を認める（男女各６名まで）。 
ただし、団体戦については補助生徒を認めない。 
必ず学校長の承認を受けた大会関係者名簿を提出すること。 
補助生徒は、審判業務に従事する。 

17 そ の 他  （１）競技中の服装は、大会運営規程第 23条によるものを着用し、上衣の背面には必ず高等学校名 
を明記すること。（ゼッケン可、縦 20cm×横 30cm）。なお、上衣・下衣とも表記内容について 
は、同規程第 24 条と高体連規程（スポンサー表示禁止・ロゴに校章は認める点）に従うこと。 

                （２）学校対抗、個人対抗ともに敗者審判制で行う。 
                （３）プログラム配付数は、参加人数分とする。 
                （４）学校対抗団体戦の選手・監督・コーチ・マネージャーの登録変更は、大会初日（30日）8:30 

迄とする。なお、選手・監督・コーチ・マネージャーの追加登録は認めない。 
        （５）今大会は、新型コロナウィルス感染症対策 として、公益財団法人日本バドミントン協会が作 

成したガイドライン（令和５年３月１０日改訂）および北海道バドミントン協会が作成した新 



型コロナウィルス感染症対策「競技・運営上の注意」（令和５年３月１８日改訂）に準じて、 
参加者および関係者の健康と安全の確保を最優先し下記のとおり実施します。 

         ①開会式は簡略化した形で行い、閉会式は行いません。 
監督会議は行わず、競技説明（朝の公式練習終了後～レフェリーからの諸注意、新型コロナウィ 
ルス感染症対策「競技・運営上の注意」参照）を行います。 
また表彰は、学校対抗男女団体戦および個人対抗男女ダブルスは３日目の朝の公式練習後に行い、 
個人対抗男女シングルスは、順位確定次第随時行います。 

②入場制限はせず、有観客試合とします。ただし、３7．５度以上の発熱者は入場できません。 
         ③団体戦におけるベンチは７席設置し、コーチングシート２席用意する。 
          個人戦においても、コーチングシート２席用意する。 
         ④コートサイドには、ラケット・タオル・ドリンクを入れるかごは設置しないので、各自のバッグ 

に入れて保管する。 
         ⑤インターバルの時間の設定とボードの使用は通常通りとする。 
         ⑥次の書類を必ず提出して下さい。 
         【大会関係者名簿】 
          参加申込書に記載された監督（顧問）・コーチ・マネージャー・選手および開催要項に明示され 

ている「補助生徒」の氏名を記入して、参加申込時もしくは顧問会議の際に提出すること。 
※学校長の参加承諾と公印を忘れずに押印すること。 

         ⑦ホテル・旅館等に宿泊する場合は、宿泊施設の新型コロナウィルス感染症防止対策に従うこと。 
         ⑧移動手段として貸切バス等を利用する場合は、可能な限り間隔を空けて座るなど配慮して着席す

る。 
        （６）新型コロナウィルス感染拡大の状況によっては、この大会を中止にする場合があります。 


